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ー・リーダーシップの確立を目指し

た戦略的な研究開発活動を推進する

IBMは、2000～2006年のGTOでは

図 1に示すようなキーワードを掲

げ、各キーワードに関連する要素技

術の開発から製品研究までを行って

いる。

2006年のGTOでは、来るべき世

界を、“監視システム”や“RFID”

などに代表される“イベント・ドリ

ブン・ワールド”をキーワードとし

た「Eventを最小単位とした仮想世

界が具体的にネットワーク上に再構

成される社会」と予測している。そ

してこの“イベント・ドリブン・ワ

ールド”を支えるのがアプリケーシ

ョン特化型のシステムであり、サー

ビス2.0や短期間でのソフトウェア

開発であるとしている。

IBM/GTOが予測する“イベン

ト・ドリブン・ワールド”について、

日本IBMのエグゼクティブ ITアー

キテクトである大倉俊治氏は、「イ

ンテリジェント・デバイスが様々な

場所に設置され、それらが IPv6ネ

ットワークで結ばれる世界といえま

IBMのノーベル賞を含めた学会、

社外表彰の歴史は、ノーベル賞受賞

者５人、米国技術栄誉賞６個、米国

科学栄誉賞５個、チューリング賞４

個、米国科学アカデミー会員21人、

団体フェロー330人以上、米国工学

アカデミー会員 59人、発明家の殿

堂８人と、輝かしい実績を誇り、現

在においても、米国特許件数 13年

連続１位を継続している。

「IBMは、テクノロジーカンパニー

として、全世界８ヵ所の基礎研究所

（リサーチ部門）を核に様々な基礎・

開発・製品研究所群を通じ、長年に

わたって大規模かつ継続的な研究開

発投資の投下を行っています。ちな

みに、2005年はRD&E（Research/

Development & Engineering）に約

6000億円を投資しています。その多

岐にわたるテーマ選定の羅針盤とな

るのがGTO（Global Technology

Outlook）と呼ばれるテクノロジ

ー・ロードマップです。このGTO

には、3～7年先の IT分野の注目す

べきキーワードが盛り込まれていま

す。」（日本 IBM㈱　執行役員　山

本智巳NTT事業部長）

常に IT産業におけるテクノロジ
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IBMのテクノロジー・バリューの歴史には輝かしいものがある。IBMの研究開発投資の羅針盤となるGTO（Global
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IBM/GTOが予測する
イベント・ドリブン・ワールド

http://www.bcm.co.jp/


す。代表的な例が、図２に示すよう

な“監視システム”や“RFIDを利

用した支払い／スキャン”、“インテ

リジェント・オイル・フィールド”

などで、すでにその予兆は始まって

います。」としたうえで、「Web型

ネットワークの普及とPCの爆発的

な普及によりリスク管理もままなら

なくなった ITの世界において、イ

ベント・ドリブン・ワールドの到来

は、ITのBig Bangを意味し、まっ

たく異なる発想・次元のシステム基

盤が必要となります。IBMはその

実現を３つのテクノロジー・キーワ

ードとして捉え、準備を進めていま

す。」と語る。

つまり、Chipからシステムに至

るインフラ基盤の提供に向けた

“CMOS／Processor技術”、“随時

型でのアプリケーション提供”、

“Webベースサービスに代表される

組み合わせ・再利用”の３つのテク

ノロジーについて、自社技術の開発

及び他社技術との協力を進めること

により、“イベント・ドリブン・ワ

ールド”におけるテクノロジー・リ

ーダーシップを継続・拡大しようと

いうのがIBMの狙いである。

IBMは、Chip及びProcessor技

術の両面からイベント・ドリブン・

ワールドを支える処理能力提供への

道筋をすでに確立している。具体的

には、図３に示すように、処理能力

拡大を目指した要素技術の確立によ

って、今後 10年間の成長を支える

CMOS技術（チップ技術）とマル

チコア技術のフレックス・コア・シ

ステムで、８プロセッサ・コア

（ 4× 38MB L3キャッシュ、～

2.3GHz）のPower Porcessor製品

もすでに提供している。このPower

Processorを使った、HPC分野での

“Blue Gene”や、その応用である

“Cell Prosessor”によって、アプ

リケーション特化型システム構築を

具体的に進めている。

次世代の代表的なゲーム機にも、

この“Cell Processor”が搭載され

ている。“Cell Processor”につい

ては、現在“Power.org”活動を通

じても、標準化と具体的な目的型プ

ロセッサーとしての展開を加速して

いる。IBMの目的型処理に合わせ

てカスタマイズして提供する取組み

が徐々に拡大している。さらに、

Bladeアーキテクチャーの標準化を

行なう“Blade.org”も設立してい

る。そこには、多くの主要なネット

ワーク機器メーカーなどが参加して

いる。IBMでは、将来の特化型シ

ステムの増大に備え、データセンタ

ーにおける熱・電力対策をも体系化

し、“Cool Blue”と呼ぶ水冷の冷却

ツールを含めたソリューションとし

て提供を始めた。

処理能力が拡大されたシステム基
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フトを“Rational”製品群

に統合・拡大していきま

す。」（アドバイザリ IT ア

ーキテクト　玉置良章氏）

随時型アプリケーション

の提供には、ソフトウェア

の反復型開発が有効であ

る。反復型開発を効率的に

行うには、開発プロセス

（作業・役割・成果物・ルールなど）

の最適化・標準化・可視化が不可欠

である。Rationalは、図４に示すよ

うに、イベント・ドリブン・ワール

ドのビジネス駆動型開発サイクルに

最適な、ビジネスプロセスのモデリ

ングから要求分析、ソフトウェアの

設計と構築・変更管理・テスト分野

で数多くの有用なプラットフォーム

やツール類を提供している。

なお、IBMは11月号でも紹介した

ように、1998年よりソフトウェア事

業を独立させ、自社のコンピュータ

だけでなくプラットフォームフリー

でのミドルウェア機能の提供を進め

ている。このような取組みは、自社

技術を核にしながらも様々な標準化

団体や他社技術などとのコラボレー

ションを通じ、テクノロジー・リー

ダーシップの継続・拡大を目指す

IBMの代表的な取組みの1つであり、

Rational製品群もこのような方針に

基づいて拡充されてきている。

一方、IBMは新規サービスを新

たに一から開発するだけではなく、

既存アプリケーションの再利用やそ

の組み合わせを実現することにも挑

戦している。

「既存アプリケーションのコンポ

ーネント化を通じた“再利用”を進

めたり、既存の業務を“リフォーム”

して再高度化を図ったり、新たに追

加されたイベント処理を既存業務に

マージすることで、スピードへの対

応を図る“サービス提供の次世代プ

ラットフォーム”（SOA）技術へ大

きく投資し、アーキテクチャーデザ

インや先進事例構築にチャレンジす

るなど、グローバルレベルで貢献し

ています。」（クライアント IT アー

キテクト　今関俊行氏）

「IBMは、SOAの領域だけでも年

間 1100億円の投資を行っていま

盤をいかに管理するかも重要である。

「“イベント・ドリブン・ワール

ド”においては、ネットワーク上で

展開され、拡大する処理能力をあた

かも一つのシステムとして制御する

技術が必要となります。IBMでは、

他社システムを含めた負荷分散を核

とした処理能力の統合技術を

“Virtualization Engine”として、

その全体のリソース・運用・障害管

理を“システム管理（Tivoli製品群）”

として整理し、機能拡張を進めてい

ます。」（大倉俊治氏）

「イベント・ドリブン・ワールドに

おいては、個々のアプリケーショ

ン／サービスの投入スピードが飛躍

的に加速されていきます。IBMは、

Situational Application（随時型での

アプリケーション提供）で代表され

る新規サービス開発のパラダイムシ

88 ビジネスコミュニケーション 2006 Vol.43 No.12

特別企画

日本IBM㈱　NTT事業部
クロス・ブランド推進部
アドバイザリ　IT アーキテクト

玉置　良章氏

日本IBM㈱　NTT事業部
クロス・ブランド推進部
クライアント　IT アーキテクト

今関　俊行氏

運用管理者�
監視�
・WBI Monitor
・Ration ProjectConsole

テスター�
テストと配置�
・Rational Manual Tester
・Rational Fubctional Tester
・Rational Performance Tester

変更管理�
・Rational ClearCase
・Rational ClearQuest

開発者�

設計と構築�
・Rational Software Architect
・Rational Web Developer
・Rational Application Developer

アーキテクト／設計者�
要求の分析�
・Rational Software Modeler

アナリスト�

プロジェクト マネージャー�

ビジネス・プロセスのモデリング�
・WBI Modeler

図4 イベント・ドリブン・ワールドのビジネス駆動型開発サイクル(Rational製品群)

アプリケーション開発と
Webベースのサービス

http://www.bcm.co.jp/


す。」（玉置良章氏）という。

IBMは、コンポーネント化のコ

ンサルティングから開発サービス、

ITサービスマネジメントを含めた

トータルサービスを提供している。

複雑なビジネス・サービスを効率的

に構築するための IBM/SOAリファ

レンス・アーキテクチャーを図５に

示す。IBM/SOAの中核となるのが

WebSphere製品群で、ESB（エン

タープライズ・サービス・バス）を

中心に、機能ごとに様々なコンポー

ネントを提供している。

IBMでは、すでに個別業界ごと

の取組みを進めており、通信業界に

おいてもグローバルでテレコム・ソ

リューション・センターを４拠点

（米国、フランス２拠点、北京）に

配置し、メガ・キャリアの顧客に対

し、次世代サービスを担うプラット

フォーム構築の支援を行っている。

８月号と 11月号でも紹介したよ

うに、IBMではNTTグルー

プへの対応強化・スピード

アップを図るために専用

Webサイトを開設し、eメー

ルマガジンなどによる情報

提供やWeb販売に積極的に

取り組んでいる。

今回紹介した IBMテクノ

ロジー・バリューに関して

も、去る 11月１日より特集

記事を掲載している。特集

記事は、毎週水曜日に更新

され、12月20日までの８回にわた

って最新の IBMのテクノロジー動

向及びその成果などが紹介される予

定だ。特集記事は、NTTグループ

企業のエンジニア・研究者に向け、

IBMテクノロジーの本質を広く伝

えることを目的にしており、かなり

中身の濃い内容となっている。

また、連載終了の12月20日には

NTTグループ向けにテクノロジ

ー・バリュー・セミナーも開催され

る予定で、詳細は専用サイトで告知

されることとなっている。

輝かしい歴史を歩み続けるIBMテ

クノロジー・バリューや今後の世界

観の予測を知るためにも、NTTグル

ープ専用サイト（http://www.ibm.

com/jp/easyaccess/ntt/）を活用され

ることをお薦めしたい。
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